
令和６年度

スーパービジョン実践者
養成ゼミナール

～対人援助の基本とスーパービジョンの実際～

10:00-17:00 上記4日間+人権研修（2月頃予定）

＊人権感覚豊かな福祉職員の養成を図るため、上記４日間とは別に人権研修（動画配信型）
 を受講していただきます（必須）。詳細は後日お知らせします。

9月13日（金）、10月4日（金）、11月 1日（金）、 12月6日（金）

1・3・4日目：大阪社会福祉指導センター4階研修室1（大阪市中央区中寺1-1-54）

30名（先着順）

申込締切 8月2日（金）17：00までに
次頁申込フォームからお申込

20,000円（振込）
※振込先は申込締切日後1週間以内に
お送りする「受講決定メール」にて
お知らせします。

社会福祉施設に勤務し、職場においてスーパーバイザーの役割を果たす立場にある方
（主任、指導的職員等）または、今後その立場に就く予定のある方。
ただし、施設長の推薦が必要。人権研修（動画配信型）を含め全日出席できる方。

小山 隆 氏 （同志社大学 社会学部 社会福祉学科 教授）

＊施設種別を横断した研修内容となりますので、全種別の施設が対象です。
＊研修後、毎回取り組まれた課題を元に、次回の講義と演習をすすめます。
＊４日間のうち３日以上出席し、人権研修（動画配信型）を受講された方には
本センター所長名で修了証書を発行いたします。

受講対象

大阪府社会福祉協議会
大阪福祉人材支援センター研修グループ
【担当：神谷・渡邊・谷】

問い合わせ先
TEL:06-6762-9035

2日目：大阪府社会福祉会館301（大阪市中央区谷町7丁目4-15）

各職場で“スーパーバイザー”
として活躍する人材を養成し、
スーパービジョンの視点から人
材育成を考え、実践に活かすこ
とを目的に開催します。
「専門性や価値・倫理といった
対人援助における基本」と日々
の実践を振り返るとともに、１人
ひとりの専門職が十分に能力
を発揮し、実践の中でスキル
アップを図ることができるような
「スーパービジョンの体制整備
とその方法（技術）・知識等」に
ついて講義と演習を通して学び
ます。

会 場

受講料 定 員

講 師



福祉専門職としての対人援助
□誰が、援助関係における「主体」か？
■対人援助にあたって大切にしたいこと ―ソーシャルワークの原則から―
□援助専門職にとっての専門性とは
■専門職倫理の検討を通して
□スーパービジョンについて

提出した宿題をもとに演習（グループワーク）と講師による総括
■ピアスーパービジョン
□グループスーパービジョン
※少人数での演習の中でスーパーバイザー役とスーパーバイジー役を体験することで、

 職員指導のスキルアップや日々の実践の振り返りの機会となります！
※1日目～3日目終了後、「受講者自身が現在抱えている悩みや具体的事例」をもとに
宿題を作成いただき、次回のゼミナールでスーパービジョンの実践演習を行います。
宿題の内容、提出方法等詳細については各回終了後、事務局より説明いたします。

■スーパービジョン実施の前提として必要となる社会福祉援助／
対人援助の基礎知識や倫理について学ぶ

□スーパーバイザー／スーパーバイジー体験をする
■各自が現在抱えている課題への何らかの解決策を見出す など

研修申込フォームはこちら

過去の
受講者の声

講座の
狙い

講義

演習

https://805e2fd3.form.kintoneapp.com/public/ac0f8205801cc80caa40e2efb1b7a6f6cd970ce49794628c716b75cb575d5989


研修申込みされる皆様へ

大阪府社会福祉協議会
大阪福祉人材支援センター 研修グループ

研修にお申込みされるにあたってのお願い

大阪府社会福祉協議会 大阪福祉人材支援センター 研修グループでは、引き続き安心して皆様に
ご受講いただける環境を整えてまいります。研修申込みされる皆様におかれましてもご協力ください
ますようお願い申しあげます。

■安心できる受講環境のために
・各事業所におきましても、引き続きの感染対策をされていることと存じます。お互いに安心して
研修に受講できるように、各自で感染対策をお願いいたします。

・本センターとしては、会場入口に消毒液を設置しておりますので、適宜ご利用ください。
また、休憩時等、定期的な換気を行います。

・ゴミは、各自お持ち帰りいただきます。

なお、地震・台風など自然災害等により、やむを得ず研修を中止または延期させていただく場合
がございます。
中止または延期させて頂く場合は、速やかにご連絡させていただきます。
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